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「自分力」を付けよう 

校長 齊藤 進 

 三者面談が始まりました。３年生はとくに面談を通して具体

的に進路先を決めていくことと思います。朝礼でも話をしまし

たが、進路先の情報は必ず自らの目で見て、聞いて判断し、学

校選択をしてほしいと思います。 

私事になりますが、中３の息子を連れて某私立高校の個別相

談会に行ったときのことでした。学校の成績があまり良いとは言えないのですが、１学期

の通知表の写しを持参して相談に臨みました。高校の先生は成績表を見ながら中学校の担

任の先生の所見に目を落として息子の課題を的確に指摘しました。そして、次のような話

をしてくださいました。①課題を改善することができれば成績が必ず伸びること。②受験

勉強はつらく大変なことであるが、それを乗り越えたときに自らが成長できること。③何

事も一つ目標を高く持って学校生活を送ること。等々、励ましの言葉をいただきながら、

親身になって話してくださいました。校長先生をはじめ説明を担当した先生方の熱心な姿

勢に親子共々好印象を受けました。反面、最近、大学進学実績が向上し、生徒が多く集ま

るようになったせいか、様々な面で見下すような姿勢が見受けられ、親身になって相談し

ていただけない学校もありました。同じような思いをされた保護者の方々もいらっしゃる

かも知れません。「おごる平氏は久しからず」と思わず感じてしまいました。とはいえ、こ

うした学校に適性がある生徒がいるかも知れません。いずれにしても実際にその学校に足

を運んでよく説明を受け、納得して進路先を決めることが大切です。 

さて、これから学年の先生方や私との面接練習が始まります。皆さんにとって生まれて

初めて自分が試される機会となります。面接は第一印象で決まるといってもよいくらい、

最初の印象が大切です。頭髪、服装、挨拶・礼儀、話し方、表情、考え方など誰も頼る人

が周囲にいない環境に身を置き、全てにおいて自分という人間が問われることになります。

しかし、受験とは自らを成長させるチャンスであると考え、決して臆することなく自分と

いう人間をありのままにさらけ出すことが大切です。面接で緊張することも大切な経験で

す。思い通りに返答することが出来ないかも知れません。それも貴重な体験です。生徒の

失敗を減点して評価する面接官はいません。生徒の人柄、個性、一生懸命さや志望動機が

しっかりしているかを観ています。 

 こうして、進路選択を通し、受験という試練を乗り越えたとき、きっと何か今までと違

った自分に出会えること思います。そのことを信じて自らの力で切り拓くたくましさ、す

なわち、「自分力」を付けてください。これからの人生で必ず役に立つと思います。 

３年生がんばってください。 



 

          みんなで話し合いました。 

平成２３年度後期生徒総会が、１１月１５日（火）

に行われました。第２４期生徒会役員選挙後に行われ

る初めての生徒総会で、新生徒会役員にとっては最初

の仕事となりました。また、各専門委員会も委員長が

３年生から２年生に引き継がれ、各委員会とも前期の  【アリーナでの生徒総会の様子】 

反省を生かした後期の活動方針を発表していました。各クラスからもたくさんの意見

が出ましたが、様々な意見に各委員長が堂々とした態度で回答していました。 

３年生の卒業まで残り半年間。これからも一つずつ、２年生は３年生からしっかり

と南二中の“バトン”を引き継いでくれることでしょう。 

                                                                                                                  

                いっしょに   

 １１月２８日（月）から１２月２日（金）までの一

週間、三瑞小学校児童会（計画委員）の皆さんと本校

生徒（生徒会役員と有志）による合同あいさつ運動に

取り組みました。昨年までは本校生徒は生徒会役員の

みの参加でしたが、小中連携を一層進め、各学年有志

も参加することとしました。これからも小中連携の取 

組を様々な形で進めていきたいと思います。 

【三瑞小前の通りであいさつ運動】 

            安全第一を常に心掛け 

 １１月２２日（火）避難訓練を実施しました。地震はいつ、何時発生するかもしれ

ません。今回は、部活動の時間にマグニチュード７の地震が発生した想定で実施しま

した。部活動場所での安全な場所への避難、人数と安否の確認。授業中に発生した想

定とは違う点がたくさんありました。また、避難場所での行方不明者の発生も想定し、

教員が校内を捜索し、発見するまでの訓練も行いました。反省と改善に取り組むとと

もに、これからも様々な事態を想定し訓練していきます。 

また、校内研修会では火災や地震発生時の行動や東海地震の警戒宣言発令時の対応

について防災計画の確認を行いました。 

               

 

          １２月５日（月）から１２月１６日（金）は読書週間です。 

 １２月５日（月）朝礼時に図書委員会によるブックトークが行われました。今月の

テーマは“正しい日本語”。３年の委員より寸劇を交え『日本人の知らない日本語』『言

いまつがい』『これも日本語 みんなで国語辞典！』の３冊の本が紹介されました。紹

介された本は図書室前廊下の“図書委員会コーナー”にありますのでぜひ読んでみて

ください。 

また本校の学校教育目標の「たくましい人」にあわせ、教職員が推薦する「本の中

のたくましい人」の冊子も配布されました。読書の参考にしてもらいたいと思います。 

小中合同あいさつ運動 

生徒総会 

避難訓練 

図書委員会 

 



 親ってたいへん！ 

１１月８日（火）２年生対象に性教育の講演会を行い

ました。東邦大学看護学部家族生殖看護学教授で産婦

人科医の齋藤益子先生と大学院生等１０名の方を講師

としてお招きしました。最初に齋藤先生から生命の誕生

や性感染症についての講義を聴き、性感染症の怖さ、パ

ートナーの大切さが分かりました。          【妊婦ジャケット体験する男子生徒】 

その後グループに分かれて赤ちゃんの抱き方や妊婦ジャケットを着用して生活して

みる体験をしました。妊婦ジャケットは重く、妊婦さんの生活のたいへんさが分かり

ました。赤ちゃんは予想より重く、おむつ替えもたいへんでした。 

命の大切さ、性のこと、妊婦さんや親のたいへんさがよく分かった講演会でした。 

             アクリルケースが完成し、 

            東京スカイツリーも加わりました。 

玄関ホールにある展示物「東京電燈千住発電所」「東京電

力千住火力発電所」に「東京スカイツリー」が加わりました。

さらに１２月５日には３つの展示ケースが完成しました。こ

れらの模型はたいへん細部まで正確に再現して作成してい

るため、展示中は風対策、埃防止の方法としてかねてよりア

クリル製のケースの必要性を感じており念願でありました。  

当初、展示は期間限定と考えておりましたが、ケースが完

成しましたので今後も引き続き玄関ホールに展示します。来

校時にはぜひ一度ご覧ください。できる限り夕方５：３０～

６：００にスカイツリーのライトアップを行います。   【ライトアップしたスカイツリー】 

 

                     アンケートにご協力ください。 

 

１１月３０日（水）に「学校評価アンケート」を配布いたしました。このアンケー

トは保護者の皆さんに本校の教育活動について、その達成状況や達成に向けての取組

の適切さ等を回答いただくものです。アンケート結果を集計し、よりよい学校づくり

の参考とします。 

アンケートは荒川区内の全小中学校共通の２０問と学校独自の５問の合計２５問に

ついて回答をいただくものです。本年度の本校独自の５問は下記のとおりです。 

１２月１２日（月）までに担任に提出くださいますよう、ご協力お願いいたします。 

①「基礎・基本の徹底」 

漢字力・計算力・英単語力をはじめ、基本的な学習内容を身につけさせる工夫をしている。 

②「授業評価の活用」教員は生徒による授業評価を生かし、工夫や改善を積極的に行っている 

③「進路指導の充実」望ましい生き方や勤労観、進路選択などについて、適切な指導を行っている。 

④「地域学習」地域を知り、地域に貢献できる生徒の育成を行っている。 

⑤「JRC活動」奉仕活動など自ら「気付き・考え・実行する」ことができる生徒の育成を行っている。 

 

性教育講演会 

玄関ホール展示 

 

学校評価アンケートのお願い 



       杉山六郎様、西川雄一様 

       貴重な資料をありがとうございました。１階ホールに展示します。 

 南千住商店街振興組合理事長 杉山 六郎 様より東京電燈千住発電所（明治３８

年当時）のレンガを寄贈していただきました。 

 また、第二代 PTA会長 西川 雄一 様より第二中学校と南千住中学校が統合し本

校が創立した当時の貴重な資料を寄贈していただきました。 

 

          文化的活動でもたくさん表彰していただきました 

 

                ２名が特選に選ばれ、荒川区の代表に 

本年度の「荒川区読書感想文コンクール」にて２名の生徒が特選に選ばれ、荒川区

の代表となりました。 

３年  特選（東京都読書感想文コンクール 佳作） 

２年  特選（東京都読書感想文コンクール 佳作） 

１年  佳作 

 

  

１１月１６日（水）「税についての作文」の表彰式がサンパール荒川で行われ、優秀

賞と奨励賞をいただきました。また、「税の標語」でも荒川間税会入選に選ばれました。

入選作品を紹介します。 

ぼくたちも いつか納税 ＝ それが社会への恩返し 

 

 

 本年度の「薬物乱用防止標語コンクール」で佳作に選ばれました。作品を紹介します。 

未来・夢 希望は薬じゃ作れない 

 

                          

「エコ標語コンクール」で最優秀賞と優秀賞に１名ずつ選ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶応４年(1868)の上野戦争で戦死した彰義隊

士が葬られています。彼らの死を悼み弔ったのが

円通寺の住職という縁で、上野寛永寺の黒門が移

設されました。そこに残る弾痕は、戦争の激しさ

を現在に伝えています。 

所在地：南千住１－５９－１１ 

荒川区産業経済部観光振興課 

「荒川区南千住まちあるきマップ」より 

 

 

 

 

 

 

円通寺 えんつうじ 
南千住の歴史コーナー 

 

活躍の記録 

税についての作文・税の標語コンクール 

 

エコ標語コンクール 

 

読書感想文コンクール 

 

薬物乱用防止標語コンクール 

 

寄贈 


